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平成 21 年 10 月 16 日 

 
各      位 

 
会 社 名  株式会社 ウッドワン 

代表者名  代表取締役社長 中本祐昌 

（コード番号 7898 東・大証第 1 部） 

問合せ先  取締役経理部長 今田裕志 

（TEL．0829－32－3333 ） 

 

業績予想の修正並びに特別利益及び特別損失の発生に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年 5 月 15 日の決算発表時に公表した平成 22 年 3月期（平成 21 年 4 月
1 日～平成 22 年 3 月 31 日）の第 2 四半期累計期間及び通期の業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知ら
せいたします。また、下記のとおり特別利益及び特別損失が発生しますのでその概要をお知らせします。 
 
 

記 
1.業績予想の修正 
（1）連結業績予想数値の修正 

 
①平成 22年 3 月期第 2四半期累計期間連結業績予想数値の修正（平成 21 年 4月 1日～平成 21 年 9月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 34,600 1,000 400 100 2 円 14 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 31,600 150 △350 3,700 79 円 26 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △3,000 △850 △750 3,600  

増 減 率            （％） △8.7 △85.0 ― ―  

（ご参考）前期第 2四半期実績 
（平成 21年 3 月期第 2四半期） 

40,163 153 165 △4,960 △106 円 23 銭 

 
②平成 22 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年 4月 1日～平成 22 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 73,000 3,000 1,600 900 19 円 28 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 63,800 1,550 300 3,900 83 円 55 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △9,200 △1,450 △1,300 3,000  

増 減 率            （％） △12.6 △48.3 △81.3 333.3  

（ご参考）前期実績 
（平成 21年 3 月期） 

74,717 1,308 411 △11,121 △238 円 19 銭 
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（2）個別業績予想数値の修正 
 
①平成 22 年 3 月期第 2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 21 年 4月 1日～平成 21 年 9月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 30,000 550 150 50 1 円 7 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 27,000 50 △450 △950 △20 円 35 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △3,000 △500 △600 △1,000  

増 減 率            （％） △10.0 △90.9 ― ―  

（ご参考）前期第 2四半期実績 
（平成 21年 3 月期第 2四半期） 

33,358 298 113 △323 △6 円 93 銭 

 
②平成 22年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 21 年 4月 1日～平成 22 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 63,000 1,700 800 400 8 円 57 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 56,000 1,000 100 △600 △12 円 85 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △7,000 △700 △700 △1,000  

増 減 率            （％） △11.1 △41.2 △87.5 ―  

（ご参考）前期実績 
（平成 21年 3 月期） 

64,207 811 462 △423 △9 円 06 銭 

 

（3）業績予想修正の理由 
新設住宅着工戸数が、前年度を大きく下回り、過去最悪の落ち込みとなる等の影響から、住宅業界は、第２四

半期連結会計期間も引き続き厳しい状況で推移しました。このような状況の下において、当社グループは、ショ
ールーム戦略の展開や懸命な拡販、コスト削減に努めましたが、売上高及び営業利益・経常利益とも連結・個別
の第２四半期累計期間・通期の当初予想を達成することが難しくなりました。また、第２四半期末において主に
為替の急激な変動による外貨建借入金の評価益及び未決済為替予約取引の評価損益が発生し、特別利益及び特別
損失に計上します。 
その結果、連結・個別の第２四半期累計期間・通期の業績見込みの修正を行うものです。 

 
 
2．特別利益及び特別損失の発生並びその内容 

第２四半期末において主に為替の急激な変動に伴い、連結で外貨建借入金の評価益 37 億円、未決済為替予約
取引の評価益 16 億円を為替差益として特別利益に、また個別で未決済為替予約取引の評価損 10 億円を為替差損
として特別損失に計上します。 

 
(注)上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算定しており、実際の業績は、様々な

要素により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 
以  上 


